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「
思
出
の
記
」
と
「
デ
イ
ず
ィ
ッ
ド
・

コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
」

海

老

池

俊

治

研究 ノ

小
説
を
書
き
出
す
ま
で
の
藍
花
徳
富
健
次
郎
の
経
歴
は
、
大
健
衣
の
よ

う
で
あ
る
。

明
治
十
一
年
、
十
歳
の
少
年
で
あ
っ
た
健
次
郎
は
、
兄
猪
一
郎
に
従
ワ

て
同
士
山
祉
に
入
事
し
、
十
三
年
に
退
皐
し
た
が
、
十
九
年
に
再
入
率
、
二

十
年
退
率
、
二
十
二
年
上
京
し
て
、
兄
を
助
け
、
二
十
三
年
以
後
、
「
閤
民

新
聞
」
の
創
刊
と
と
も
に
入
枇
し
て
、
翻
誇
を
受
け
持
っ
た
。

少
く
と
も
青
年
時
代
ま
で
の
壷
花
は
、
兄
蘇
峰
の
指
導
の
下
に
、
営
時

の
政
治
的
雰
囲
属
加
を
呼
吸
し
、
英
語
の
数
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
尤
も
、
こ
の
場
合
、
「
英
語
の
教
養
」
と
は
必
ず
し
も
厳
重
な
意
味
で

「
英
文
拳
の
教
養
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、
蓋
花
が
英
文
拳
の
作
品
を
讃

ん
で
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
い
わ
ゆ
る
自
由
民
権
思
想
的
な
政
治
的
興
味
と

重
ね
合
わ
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
初
期
の
文
人
麓
花
は
賓
際
英
文
撃
か
ら
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
受

け
た
で
あ
ろ
う
か
。

有
名
な
魔
女
作
「
不
如
蹄
」
(
明
治
三
十
一

l
二
年
「
園
民
新
聞
」
に
連

載
)
が
直
接
英
文
撃
の
ど
の
作
品
か
ら
ど
ん
な
影
響
を
受
け
て
作
ら
れ
た

か
、
と
潤
う
こ
と
は
、
見
営
外
れ
で
あ
ろ
う
。
大
山
大
将
家
の
家
庭
悲
劇

(81 ) 

か
ら
ヒ
ン
ト
を
え
て
書
か
れ
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
未
熟
な
小
礼
町
、
種
が

見
え
す
い
て
い
る
。
執
筆
の
動
機
が
徐
り
に
単
純
で
あ
る
。

勿
論
、
大
山
家
一
五
一
五
の
事
賞
が
そ
の
ま
ま
物
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
川
島
浪
子
の
墓
が
雑
司
谷
に
が
い
こ
と
は
、
貫
一
お
宮
が
熱
海
の

海
岸
を
散
歩
し
か
が
引
が
こ
と
に
等
し
い
。
た
だ
、
作
者
は
即
物
的
な
奥

味
を
完
全
に
伎
作
の
世
界
に
縛
位
せ
ず
に
、
事
賓
と
し
て
の
人
間
の
不
幸

に
同
情
し
す
ぎ
て
い
る
か
ら
、
彼
が
ど
ん
な
文
率
的
教
養
を
そ
な
え
て
い

た
に
も
せ
よ
、
そ
れ
が
十
分
具
現
さ
れ
て
い
る
と
は
岡
山
わ
れ
な
い
の
で
あ

る。
と
こ
ろ
で
、
「
不
如
蹄
」
を
書
い
て
か
ら
一
二
年
後
に
、
麓
花
は
彼
な
り

に
最
も
小
説
ら
し
い
小
説
、
即
ち
、
仮
作
と
し
て
首
尾
一
貫
し
た
、
今
日

で
も
讃
む
に
耐
え
る
小
説
を
書
い
た
。

そ
れ
は
、
明
治
三
十
三

l
四
年
に
「
園
民
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
思

出
の
記
」
で
あ
る
が
、
明
か
に
作
者
の
賓
生
活
を
材
料
に
し
て
い
る

l
l

い
い
か
え
れ
ば
、
明
治
の
日
本
と
い
う
事
賓
を
ふ
ま
え
て
い
る
黙
で
、
「
不

如
蹄
」
同
様
に
即
物
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、
他
方
、
明
瞭
に
英
文
撃
の
あ

る
作
品
の
影
響
の
下
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
小
説
は
主
人
公
菊
池
慎
太
郎
の
自
叙
俸
と
い
う
形
に
な
っ
て
い

る
。
彼
は
九
州
中
部
の
農
村
(
小
さ
い
町
)
の
か
な
り
な
大
家
に
生
れ
た

が
、
少
年
時
代
に
零
落
し
、
父
を
失
い
、
母
と
と
も
に
、
母
の
姉
の
夫
に

引
取
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
伯
父
に
愛
さ
れ
た
徐
り
、
従
姉
と
結
婚
し
て
九

の
家
を
継
ぐ
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
て
、
そ
れ
を
断
り
、
伯
父
の
家
に
い
ず

ら
く
な
る
。
出
奔
し
、
い
ろ
い
ろ
辛
苦
を
な
め
る
。
紳
戸
で
関
西
事
院
に

入
撃
す
る
が
、
正
義
感
か
ら
問
題
を
起
し
、
中
退
、
東
上
、
奮
師
の
助
力
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を
え
て
、
文
科
大
事
に
入
る
。
英
文
撃
を
修
め
て
、
卒
業
、
文
筆
家
と
し

て
一
家
を
な
す
。
そ
の
聞
に
、
気
丈
な
彼
の
母
ゃ
、
馬
子
か
ら
石
炭
山
の

持
主
に
な
る
新
五
と
い
う
昔
な
じ
み
の
事
業
家
な
ど
が
、
彼
の
精
神
的
な

支
え
に
な
っ
て
、
自
立
を
助
け
る
。

主
人
公
が
幼
友
達
の
妹
松
村
敏
子
に
懸
し
て
、
結
婚
し
、
幸
稲
な
家
庭

を
治
る
ロ
マ
ン
ス
の
経
緯
が
、
以
上
の
経
歴
に
か
ら
ん
で
い
る
。

右
に
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
小
説
に
は
作
者
の
宇
生
の
経
歴
が
か
な
り

は
っ
き
り
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

「
藍
花
停
」
の
著
者
前
回
河
氏
は
、

こ
の
小
説
の
モ
デ
ル
考
設
に
は
各
種
各
説
入
り
飽
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ

ら
も
全
慢
の
筋
が
、
や
や
健
次
郎
の
白
停
に
近
い
程
度
で
の
異
質
性
を
帯

び
て
ゐ
る
と
同
程
度
の
、
賞
在
性
し
か
帯
び
て
ゐ
な
い
も
の
と
思
惟
す
べ

(
一
一
)

き
で
あ
ら
う
。

と
い
い
、
数
人
の
登
場
人
物
を
賃
在
の
人
物
に
擬
し
て
い
る
。

素
材
の
問
題
中
、
先
ず
目
に
つ
き
、
ま
た
、
殊
に
興
味
深
い
も
の
は
、

物
語
の
最
初
に
描
か
れ
て
い
る
主
人
公
の
生
地
で
あ
ろ
う
。
そ
の
土
地
、

〈
三

J

V

:

即
ち
、
妻
簡
は
作
者
藍
花
の
妻
愛
子
の
故
郷
を
主
ア
ル
に
し
た
も
の
ら
し

い
が
、
藍
花
は
こ
の
作
品
の
執
筆
蛍
時
妻
の
故
郷
を
見
た
こ
と
が
な
く
、

初
め
て
そ
こ
へ
行
っ
た
の
は
、
大
正
二
年
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

(
回
〉

る
。
従
っ
て
、
こ
の
場
合
、
事
責
の
寝
生
が
ど
れ
だ
け
正
確
か
は
問
題
に

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
自
分
の
宇
身
で
あ
る
妻
の
故
郷
を
主
人
公
の
生
地

に
措
定
し
た
作
者
の
心
理
に
は
、
そ
の
場
所
の
選
揮
が
か
な
り
重
要
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
物
語
の
虚
構
性
は
は
っ
き
り
事
賓
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第三銃第三十九巻ー橋論叢

、戸

4‘ 

と
に
か
く
、
主
人
公
の
生
地
妻
縫
の
風
物
を
描
く
作
者
の
筆
は
、
き
わ

め
て
暢
達
で
あ
り
、
鮮
明
な
映
像
を
浮
び
上
ら
せ
る
。

そ
の
貼
に
づ
い
て
、
麓
花
の
知
人
粛
藤
弔
花
が
語
っ
て
い
る
次
の
よ
う

な
挿
話
は
、
は
な
は
だ
示
唆
的
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
死
・

刑
囚
が
、
機
悔
録
を
書
い
た
が
、
飛
騨
高
山
在
の
彼
の
故
郷
を
語
っ
た
、

取
出
で
て
一
五
ふ
程
で
も
無
い
が
、

A
7
も
忘
れ
難
く
息
ふ
の
は
、
水
の
清

い
の
と
、
栢
の
美
し
さ
で
あ
る
、
云
一
五

と
始
ま
る
文
一
章
が
、
「
回
山
出
の
記
L

一
の
巻
(
一
)
の
文
章
を
、
二
頁
ほ
ど

殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
引
き
骨
持
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で

ι日。

弔
花
が
そ
の
話
を
麓
花
に
す
る
と
、
彼
は
笑
い
出
し
て
、
「
ど
こ
ま
で
も

癖
の
出
る
の
は
人
間
の
本
能
だ
。
知
ら
ず
/
(
¥
に
泥
棒
の
本
性
が
出
た
の

だ
。
併
し
よ
く
ま
あ
そ
ん
な
に
暗
記
し
て
ゐ
た
も
の
だ
。
本
人
す
ら
忘
れ

て
ゐ
る
の
に
」
と
い
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
躍
花
が
、
そ
の
話
を
聞

い
た
と
き
、
笑
っ
て
ば
か
り
い
ず
に
、
も
し
真
面
目
に
反
省
し
て
い
た
と

し
た
ら
、
或
い
は
、
彼
は
樗
然
と
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

こ
の
逸
話
は
「
思
出
の
記
」
後
端
の
逗
し
い
描
馬
力
と
即
物
性
と
を
詮

明
す
る
名
文
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
翻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
九
州
中

部
の
叙
景
が
そ
の
ま
ま
本
州
中
部
の
叙
景
と
し
て
通
用
す
る
と
人
に
息
わ

せ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
暢
達
、
鮮
明
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
或
い
は
む
し

ろ
、
そ
の
た
め
に
、
非
個
性
的
で
卒
板
で
あ
る
こ
と
を
裏
書
き
す
る
と
も

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
、
藍
花
の
拾
潟
の
本
質
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
息
わ
れ

る。
前
田
河
氏
の
い
ま
)
つ
の
麓
花
研
究
室
同
「
藍
花
の
官
製
術
」
に
、

324 
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ト

主
人
公
菊
池
慎
太
郎
を
通
じ
て
見
た
明
治
精
一
時
は
、
第
一
に
人
の
精
神

(

六

)

の
自
由
を
等
重
す
る
気
瞬
に
窺
は
れ
る
。

と
あ
り
、
彼
の
知
識
慾
、
基
督
教
へ
の
蹄
依
、
女
性
の
濁
立
の
等
重
、
楽

天
主
義
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
精
神
態
度
は
た
し
か
に
「
明
治
精
神
」
と
い
わ
れ
る
も
の

の
典
型
で
あ
ろ
う
。
が
、
問
題
は
、
そ
の
「
典
型
」
が
ど
れ
だ
け
個
性
の

う
ち
に
具
現
さ
れ
て
い
る
か
|
|
近
代
的
な
文
撃
の
最
も
中
心
的
な
主
題

で
あ
る
個
性
と
環
境
の
相
克
が
、
ど
れ
だ
け
深
く
切
貫
に
鐙
験
さ
れ
、
表

現
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
表
現
さ
れ
た
も
の
は
、
個
或
い
は
自
己
で
や
い
、
そ
れ
ら
し
い

擬
装
の
下
に
、
あ
る
意
味
で
習
俗
的
な
時
代
精
神
な
い
し
生
活
感
情
が
投

げ
出
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ー
「
忠
出
の
記
」
一
二
の
巻
、
(
十
一
)
に
、
少
年
時
代
の
主
人
公
が
、
駒
弁

哲
太
郎
と
い
う
人
物
に
ひ
き
い
ら
れ
る
事
校
育
英
拳
合
で
、
讃
み
耽
っ
た

小
説
の
名
が
、
挙
げ
で
あ
る
。

に
し
の
う
み
ち
し
ほ
の
さ
る
ら
し

「
西
洋
血
潮
小
嵐
」
、
「
自
由
の
凱
歌
」
な
ど
そ
れ
ら
の
作
品
は
、
今
日

殆
ん

e

ど
顧
み
ら
れ
な
い
が
、
と
も
に
デ
ュ

1
7
の
翻
誇
で
あ
り
、
明
治
十

1
持
に
出
版
さ
れ
た
。
営
時
、
去
に
政
治
的
興
味
か
ら
讃
ま
れ
た
も
の
ら

し
い
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う
な
讃
書
は
明
か
に
作
者
の
貫
生
活
の
反
映

で
あ
っ
て
、
一
九
五
六
年
八
月
競
「
文
事
」
(
岩
波
)
に
、
勝
本
清
一
郎
氏

の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
六
、
十
八
、
二
十
年
の
麓
花
の
子
抄

本
五
冊
(
勝
本
氏
の
所
蔵
本
)
に
は
、
東
海
散
士
の
「
佳
人
之
奇
遇
」
や

矢
野
龍
演
の
「
経
園
美
談
」
か
ら
の
「
抄
寝
が
多
い
司
」
と
い
う
こ
と
で
あ

る。

碗究ノー(83) 

以
上
の
う
ち
、
例
え
ば
、
「
佳
人
之
奇
遇
」
が
直
接
「
恩
品
の
記
」
の
ど

こ
に
ど
う
粉
本
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
か
は
、
問
題
で
な
い
。

窓

学

五

骨

除

ハ

険

医

除

司

令

仲

一

戸

広

ハ

審

議

ヒ
ラ
デ
ル
ヒ
ヤ
イ
γ
ヂ
ベ

γ
デ
γ
ト
ホ
ー
ル

一山一向汀都民日一一四円一四月齢一話一都油断一川一明円一明一町九九
V

匙
唯
一
完
)

h

f

帆鉱山附一一ノ骨士ハ

卦
た
わ
一
青
山
、
品
目
白
山
町
山
内
ル
ハ
斡
恥
岡
山
γ
臨
?
?
除
P
ハ
骨
骨
戸
山
町
ム
ヤ
ね
ア
-
一
一
昨
h
f
齢
制

立
自
由
ノ
民
タ
ル
ノ
高
風
ヲ
追
懐
シ
術
仰
感
慨
ニ
堪
へ
ス

と
い
う
よ
う
な
巻
一
の
冒
頭
を
見
た
だ
け
で
も
、
こ
の
作
品
が
「
思
出
の

記
」
と
大
分
違
う
こ
と
が

l
l
「
思
出
の
記
」
の
ほ
う
が
は
る
か
に
貫
生

活
に
印
し
た
物
語
で
あ
る
こ
と

i
l近
代
的
な
一
意
味
で
の
小
説
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
、
分
る
。
し
か
し
、
長
静
の
貼
で
は
、
雨
者
は
さ
ほ
ど
離
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
佳
人
之
奇
遇
」
を
「
思
出
の
記
」
と
並
べ
た
と
き
、
そ
こ
に
も
う
一

つ
の
作
品
を
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
た
く
な
る
の
は
、
思
い
過
し

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
作
品
と
は
、
本
間
氏
が
「
明
治
文
亭
史
」
上
第
一
一
編

第
七
草
「
政
治
小
説
」
の
第
三
節
同
に
、
「
純
粋
の
政
治
小
説
と
は
梢
さ
趣

を
異
に
す
る
が
」
と
断
っ
て
、
「
佳
人
之
奇
遇
」
と
共
に
論
じ
て
い
る
菊
亭

香
水
の
「
世
路
日
記
」
で
あ
る
。

明
治
十
七
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
物
一
請
は
、
あ
る
田
合
の
小
学
校
教
師

久
松
菊
雄
の
立
志
談
で
あ
り
、
結
局
彼
が
某
政
蒸
に
加
わ
っ
て
、
自
由
改

進
を
唱
え
る
こ
と
に
、
彼
の
教
師
時
代
の
教
え
子
に
封
す
る
懸
を
か
ら
ま

(
一

O
)

せ
た
も
の
で
あ
る
。

「
世
路
日
記
」
が
「
忠
出
の
記
」
に
連
想
さ
れ
る
わ
け
は
、
先
ず
、
そ

の
思
想
、
印
ち
、
「
菊
池
慎
太
郎
を
通
じ
て
見
た
明
治
精
神
」
の
う
ち
、

「
基
督
教
へ
の
隠
依
」
は
と
に
か
く
、
「
知
識
慾
、
女
性
の
濁
立
の
曾
重
、
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楽
天
主
義
」
が
、
全
く
相
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な

く
、
ま
た
、
次
の
よ
う
な
不
思
議
な
一
致
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

菊
亭
香
水
が
描
い
た
主
人
公
が
久
松
菊
雄
で
あ
り
、
重
花
の
主
人
公
が

貯
池
慎
太
郎
で
あ
る
こ
と
は
、
偶
然
の
一
致
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

「
世
路
日
記
」
の
作
者
は
は
じ
め
教
員
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
主
人
公
は
彼
の
学
身
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
彼
は
こ
の
未
熟
な
小

説
に
主
髄
的
な
生
命
を
盛
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

そ
し
て
、
一
方
、
「
思
出
の
記
」
の
主
人
公
を
啓
渡
し
た
育
英
拳
合
の
師
駒

井
哲
太
郎
は
、
主
人
公
が
東
京
で
苦
皐
し
て
い
る
と
き
に
外
園
か
ら
蹄
朝

し
て
、
佐
藤
銭
嶺
と
い
う
名
で
「
卒
民
新
聞
」
の
主
筆
に
な
っ
た
(
彼
は

い
わ
ゆ
る
兵
隊
養
子
で
あ
り
、
一
時
駒
井
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
の
で
あ

る
)
と
あ
る
の
に
封
し
て
、
「
世
路
日
記
」
の
作
者
菊
亭
香
水
は
本
名
を
佐

藤
戴
太
郎
と
い
う
の
で
あ
る
。

佐
藤
哲
太
郎
と
佐
藤
裁
太
郎
と
い
う
名
の
類
似
、
前
者
と
久
松
菊
雄
の

門
一
一
〉

経
歴
の
類
似
は
、
た
だ
の
暗
合
で
あ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、
「
世
路
日
記
」

は
出
版
と
と
も
に
大
い
に
流
行
し
て
、
版
を
重
ね
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
佳

人
之
奇
遇
」
を
耽
讃
し
た
謹
花
は
、
こ
の
本
を
も
護
ん
で
い
た
に
相
違
な

、v
以
上
の
論
旨
を
い
ま
一
歩
進
め
て
み
る
。

上
に
引
用
し
た
「
佳
人
之
奇
遁
」
の
冒
頭
を
次
の
よ
う
な
「
世
路
日
記
」

の
冒
頭
と
比
べ
た
と
き
l
l
l

γ

ザ

y
モ
ウ
ア
イ

睦
回
務
初
メ
テ
時
テ
太
陽
未
タ
昇
ラ
ズ
四
山
腹
藷
ヲ
帯
ヒ
テ
金
星
猶
ホ
西

ワ
グ

天
ニ
ア
リ
堂
々
タ
ル
大
屠
ノ
中
東
窓
少
カ
ニ
白
フ
シ
テ
四
隅
未
ダ
明
カ
ナ

ラ
ズ
満
堂
寂
審
更
ニ
人
語
ナ
ク
只
タ
時
器
ノ
一
隅
ニ
分
秒
ヲ
刻
ス
ル
ノ
↓
晋

第三競第三十九巻一橋論議

‘、v

a
 

ノ
ミ
凄
然
タ
リ

営
然
、
明
治
初
年
の
劃
期
的
な
翻
誇
小
説
「
花
柳
春
話
」
が
思
い
合
わ
さ

れ
る
。
そ
れ
は
、

ト

ワ

ヘ

イ

サ

ク

ヲ

ウ

笠
ニ
説
キ
起
ス
話
柄
ハ
市
井
ヲ
距
ル
寸
凡
ソ
四
里
許
ニ
シ
テ
一
ツ
ノ
荒

グ

y

リ
ヨ
グ
サ
ゥ
、
ン
モ
ク
ワ
イ
位
争
ト
ツ
ゴ
ア

原
ア
リ
緑
草
繁
茂
、
怪
石
突
克
、
満
眼
荒
涼
ト
シ
テ
四
顧
人
襲
ナ
ク
恰
モ

サ

j

ヒ

フ

ウ

ツ

ウ

(

ソ

ヴ

プ

ソ

ヨ

砂
漠
ノ
中
ヲ
行
ク
カ
如
ク
唯
悲
風
ノ
腿
々
ト

y
草
蕪
-
一
戦
グ
ヲ
間
ク
ノ
ミ

と
始
ま
る
の
で
あ
る
。

リ
ッ
ト
ン
(
同
・
の
・
国
-
H
W
丘
司
2
t
F
U込仲
o
p
H
∞

3
1
3
)
の
「
ア
1
ネ

ス
ト
・
マ
ル
ト
ラ
グ
ァ

1
ス
」
と
そ
の
績
偏
「
ア
リ
ス
」
(
同
言
。
同
町
民
三
・

守
宮
守
旬
、

H

∞
ω
吋士山
E
P
ω
∞
)
の
抄
誇
で
あ
る
こ
の
小
説
が
、
明
治
十
一

|
二
年
に
出
版
さ
れ
、
政
治
的
な
興
味
の
た
め
も
あ
っ
て
、
時
流
に
投
じ
、

嘗
時
の
日
本
人
に
新
時
代
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
〉
の
人
情
を
理
解
さ
せ
る
上

に
、
大
き
な
放
果
を
あ
げ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
「
思
出
の
記
」
の
思
想
的
起

源
を
こ
の
作
品
ま
で
遡
ら
せ
て
も
、
不
合
理
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

リ
ッ
ト
ン
は
今
日
殆
ん
ど
真
面
目
に
取
り
扱
わ
れ
な
い
英
国
十
九
世
紀

ハ一一一

の
小
説
家
で
あ
る
が
、
藍
花
が
直
接
彼
か
ら
ど
れ
だ
け
文
撃
的
な
養
分
を

吸
牧
し
た
か
は
別
に
し
て
、
前
者
の
英
撃
的
教
養
の
な
か
に
は
、
間
接
に

で
は
あ
っ
て
も
、
時
事
的
流
行
作
家
で
あ
っ
た
後
者
の
文
撃
が
か
な
り
の

部
分
を
占
め
て
い
た
に
相
違
な
い
。

さ
て
、
リ
ッ
ト
ン
(
芙
率
的
通
俗
性
)
と
の
闘
係
は
と
に
か
く
、
「
恩
出

の
記
」
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
リ
フ
ト
ン
と
同
時
代
の
代
表
的
な
英
園
小

説
家
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ

2Eユ
g
U
5
Zロ
師
、
同
∞
巴
|
苫
)
の
作
品
か
ら
、

影
響
を
受
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
事
情
は
、
多
少

デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
を
心
得
て
い
る
も
の
が
こ
の
小
説
を
讃
め
ば
、
す
ぐ
感
じ
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取
れ
る
ほ
ど
明
か
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
作
者
藍
花
自
身
が
は
?
き
り

そ
れ
を
書
き
残
し
て
い
る
。

麗
花
は
大
正
十
四
1

昭
和
三
年
に
、
妻
と
共
著
で
、
自
分
の
率
直
な
人

生
記
録
を
小
説
「
富
士
」
と
し
て
出
版
し
た
が
、
そ
の
第
二
巻
第
二
十
章

一
に
、
「
思
出
の
記
」
の
執
筆
を
語
っ
て
、
そ
れ
が
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
の
コ
ア

イ
グ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
(
匂
号
&
の
号
、
白
色
。

R
H∞さ
1
2
)

か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
を
告
白
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

デ

イ

ジ

l

英
吉
利
風
の
行
儀
の
よ
い
り
・

0
・
の
書
き
ぶ
り
が
ヨ
リ
好
い
粉
本
で
あ

一
回
〉

っ
た

O

L』

L

L
、

端
的
に
自
己
を
書
く
と
す
れ
ば
、
書
く
に
忍
び
ぬ
事
だ
ら
け
で
あ
る
。

そ
れ
を
差
引
け
ば
、
い
く
ら
も
書
く
事
は
な
い
。
そ
こ
で
「
思
出
の
記
」

に
於
て
、
熊
弐
は
自
己
の
あ
る
も
の
を
波
離
さ
せ
、
兄
の
あ
る
も
の
を
取

り
入
れ
、
人
物
事
物
さ
ま
ざ
ま
の
思
出
の
上
澄
み
を
軽
く
す
く
ひ
上
げ

て
、
気
軽
に
商
白
い
讃
物
を
作
っ
た
。

と
い
っ
て
い
る
。

グ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
的
習
俗
か
ら
終
生
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
を
、
「
行
儀
の
よ
い
」
と
い
う
批
評
は
嘗
っ
て
い
な
く
は
な

い
。
し
か
し
、
宇
田
叙
停
コ
ア
イ
グ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
な

か
で
、
自
己
を
あ
り
の
ま
ま
に
語
ら
わ
が
引
か
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
は
、
た
だ

「
思
出
の
記
」
の
よ
う
な
、
或
い
は
ま
た
、
リ
ッ
ト
ン
の
諸
作
の
よ
う
な

「
気
軽
に
面
白
い
讃
物
」
を
し
か
書
か
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
に
は
強
烈
な
個
性
が
あ
り
、
そ
の
環
境
と
の
相
魁

が
痛
ま
し
い
ほ
ど
激
し
い
か
ら
で
あ
る
。

(85 ) 

と
に
か
く
、
「
思
出
の
記
」
が
ど
ん
な
に
コ
ア
イ
グ
ィ
ッ
ド
・
コ
バ
フ
ィ

ー
ル
ド
」
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
一
示
す
た
め
に
、
前
者
の
一

の
巻
(
二
)
の
一
節
(
先
に
言
及
し
た
風
物
描
馬
民
つ
づ
く
主
人
公
の
生

家
の
描
馬
)
と
、
後
者
の
第
二
章
の
一
節
(
こ
の
一
章
に
は
」

o
σ
8
3叩
ミ

と
い
う
表
題
が
つ
い
て
お
り
、
主
人
公
が
身
の
ま
わ
り
を
始
め
て
見
聞
し

た
思
い
出
が
語
ら
れ
て
い
る
)
と
を
、
比
べ
て
み
た
い
|
|

年
月
と
云
ふ
い
た
づ
ら
者
が
、
受
へ
て
居
た
い
と
思
ふ
事
は
容
赦
も
な

く
忘
れ
さ
し
て
、
何
で
も
無
い
事
ば
か
り
思
び
出
さ
せ
る
。
家
の
柱
が
鮮

や

み

ま

ら

L
P

ヒ
b

ヒ
ド
ぎ
P

暗
に
大
き
く
て
部
屋
が
薄
一
暗
か
っ
た
事
ゃ
、
舵
風
の
所
に
鳩
の
働
念
宣
同
膨

〈

E

'

〈
つ

に
し
で
あ
っ
た
事
ゃ
、
裏
の
方
が
馬
鹿
に
庚
く
て
倉
庫
が
劃
箇
も
あ
っ
た

そ
の
ひ
と
つ
〈
ら

事
ゃ
、
共
一
の
倉
庫
に
は
何
時
も
米
俵
が
山
程
積
む
で
あ
っ
た
事
ゃ
、
馬

鹿
勘
と
云
っ
て
共
慮
に
プ
ヨ

r此
慮
に
四
五
日
と
町
の
豪
家
を
食
廻
っ
て

少
し
其
家
の
米
俵
が
減
れ
ば
直
ぐ
他
の
家
に
移
る
の
が
癖
で
あ
っ
た
が
僕

の
家
ば
か
り
は
一
ヶ
月
乃
至
二
ヶ
月
逗
留
の
楽
を
辱
ふ
し
た
事
ゃ
、
イ
一
υ

一
倉
庫
に
は
仁
王
様
の
風
呂
桶
の
様
な
の
が
一
杯
入
っ
て
居
て
、
共
倉
の
屋

え
の
き

根
か
ら
恐
ろ
し
く
大
き
な
榎
樹
が
ぬ
っ
と
頭
を
出
し
て
、
夏
の
頃
に
な
る

き
な

と
螺
の
撃
が
宛
が
ら
雨
の
降
る
様
で
あ
っ
た
事
ゃ
、
共
れ
か
ら
家
に
は
若

い
男
女
が
二
三
十
人
も
居
て
盆
の
月
夜
に
裏
庭
で
白
子
拭
を
冠
っ
て
躍
っ

初
旬

'ω

た
事
ゃ
、
此
様
な
事
は
き
れ
ん
¥
に
受
へ
て
居
る
が
、
さ
あ
家
の
全
圃
を

ひ
け
と
云
は
れ
る
と
一
切
分
か
ら
ぬ
。

ド

00]向
山
口
問

goww
恒
国
同
省
戸
田
出
品
目
ロ
問
、

E
S
S叩

E
P口
附
。
同

B
可

S
Fロ
4
・
5
0
凶
叶
田
仲

o
t
y
a
H
Eロ
3BOHHHぴ
冊

吋

但

師

団

g
a
E
m
o
c円

げ

U
1
5
m
g
g
H
4
2
吟
O
B
P
口

O民
ロ
白
山

O口
O同

F
E
M州
P
2
0
B可

EOE

5

2

8仏
旬
刊
誌

02u、・巧

E円
相
】
田
町
円
同

O
H
B
B冊目
σ
0
3
F
a
Bめ

品
事
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踊
骨
骨
・サ

H
H
O
B
S
B
g
o三

O同
喜
冊
。
HOロ門戸

0
5
H
5
5
0
1
1白
O件
目
。

dq

g
日
夕
ぴ
三

ρ己
Z
P
E
E
R
-
E
g
g吋ロ
o
a
s
B
O
B
E
g
g
-

。
ロ
己
同
日
間
吋
。
ロ
ロ
門
ザ
凶

00吋
山
田
旬
。
問
的
03u、
回
附
席
。

HHOMY
。
防
相
回
同

HMMH
山口仲

O

P
E口
]
阿
古
叶
円

y
d
i
F
但
立
品
川
町

O
P
E
S
O
Oロ
伊
吉
日
開
山
口

F
m
g
E
5

4司同昨日
μ
。
ロ
け
担
ロ
可
勺
紅
白

Oロ
田
山
口
洋
山
担
問
時
由
主

aomHEMnoロ
ロ
即
日
山
口
担
。
。

]
B
2、

当

HHroE
白
口
可
仏
C
問
一
軒
ロ
内

H
P
ρ
β
8
5可
O同
同
04司
H
m
B注
目
。

OH円
件
。
?

巴
宮
山
、

S
H
H
S
B
P
d
g
-
Eロ
関

与

。

三

宮

H
H
S
8
8
E
M
H
S円四

r
g巳
0
5
5
P
H
M
H
H
2・
寸
】

MO吋
冊
目
白
。
目
。
口

O口
附
当
日

H
O
m注
目
ロ
句
。
ロ
担

吉
田
仲
ぎ
の

8
4
F
S山
由
。
冊
目
白
仲

o
g
r
o
宮
ユ
ぽ
ロ
目
白
H

目
。
江
口
白
色

S
O

S
H
】
oor
注
目
岡
山

B
5
8同
問
伊
丹

HHOEgrmw口
当
日
ロ
仏

04『
w

当日同

O
目

p
r
g

Hロ
四
回

E
4
2・
HH白
山
田
由
。
片
山

2
0
0・
。
同
匹
目

m
g曲
目
。

β仲
間
広
田

5
0
聞
広
?

mmwZ4HHO
口
O
B
m
毛
色
白
H
E
m
p
3
2
B担
当
日

F
5
0山
ユ

O回
関
口

o
o
z

a
s
R
-
H
E
0
5
4
4
rロ
H
m
o
p忠
司
hquH
仏吋

g
自
主
回
目
的
宮
山

hH田

恒

8
8
3
1吋
。
目
。
円
四
ず
可
芝
居

Z
8
2
日
目
的
宮
骨

E
B
R
E
o
s
-

、

、

、

、

こ
の
類
似
が
(
相
違
で
な
く
て
「
思
出
の
記
」
の
拾
寝
と
そ
れ
を
盗
ん

だ
死
刑
囚
の
手
記
の
類
似
に
等
し
い
、
な
ど
と
い
っ
て
は
、
穫
を
失
し
た

、
、
、

い
い
か
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
質
的
に
、
そ
れ
ら
二
つ
の
聞
に
ど
れ

だ
け
差
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
ア
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
の
観
察
眼
に
生
々
と
動
い

て
い
る
個
性
、
或
い
は
、
幻
想
的
な
、
あ
る
意
味
で
は
偏
執
的
な
、
特
異

な
映
像
を
矯
正
し
て
、
「
行
儀
よ
く
」
し
た
ら
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
麗
花

の
描
馬
に
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
思
出
の
記
」
と
コ
ア
イ
グ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
の
描
潟

、、

で
な
く
、
そ
の
構
成
の
相
違
を
、
即
ち
、
事
賓
の
断
片
を
仮
作
の
世
界
に

第三披第三十九巻一橋論叢

ー

-

組
み
入
れ
て
1
1非
現
賓
的
な
第
二
の
現
貨
を
創
造
す
る
骨
組
の
畑
違
を

あ
げ
て
み
れ
ば
、
上
の
疑
問
に
封
す
る
幾
分
の
解
答
が
示
唆
さ
れ
は
し
ま

い
か
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
デ
イ
グ
ィ
ッ
ド
の
母
は
お
ろ
か
な
女
で
あ
り
、
夫
の
死
後
事

賃
上
幼
児
デ
イ
グ
ィ
ッ
ド
を
す
て
L

、
再
婚
し
、
彼
の
不
幸
の
原
因
に
な

る
。
彼
女
は
デ
イ
グ
ィ
ッ
ド
が
成
長
(
自
己
殻
展
)
を
と
げ
る
種
に
は
な

る
が
、
直
接
そ
れ
に
閥
奥
し
な
い
。
(
注
意
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
経
緯

は
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
の
貫
生
活
上
の
事
貫
で
は
な
か
っ
た
。
)
一
方
、
慎
太

郎
の
母
は
、
先
に
い
っ
た
よ
う
に
、
彼
の
成
長
(
立
身
出
世
)
の
モ
ラ
ル
・

サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
そ
の
最
大
の
一
つ
で
あ
る
。
彼
女
は
気

丈
で
、
物
分
り
が
よ
く
、
息
子
が
苦
労
し
て
い
る
問
中
、
泣
一
言
一
つ
い
わ

ず
に
、
一
家
(
と
は
、
貨
は
、
彼
女
と
息
子
と
二
人
が
構
成
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
家
名
と
い
う
一
種
の
幽
霊
で
あ
る
)
を
守
る
。
幾
何
か
の
金

を
貯
金
し
さ
え
す
る
。
彼
が
敏
子
と
結
婚
し
た
い
と
い
っ
た
と
き
、
早
速

電
報
で
東
京
の
親
類
に
そ
の
周
旋
を
頼
ん
で
く
る
ほ
ど
焦
が
利
い
て
い

る
。
「
時
と
し
て
母
を
懐
は
ぬ
こ
と
は
無
い
が
、
事
あ
る
毎
に
い
よ
/
¥

母
の
あ
り
が
た
さ
を
感
ず
る
」
(
十
の
巻
(
九
)
)
と
い
う
慎
太
郎
の
感
慨

を
讃
む
と
、
「
お
日
出
と
う
」
と
い
う
気
が
す
る
と
同
時
に
、
「
い
い
気
な

も
ん
だ
」
と
い
う
気
が
す
る
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。

次
に
、
デ
イ
グ
ィ
ッ
ド
は
ド

1
ラ
・
ス
ペ
ン
ロ
ウ
(
口
。
g
ω
]
u
g
z
d
q
)

と
い
う
非
賞
際
的
な
、
た
だ
む
や
み
に
可
愛
い
少
女
に
懸
し
て
、
結
婚
し
、

忽
ち
幻
滅
の
悲
哀
を
感
じ
る
。
そ
こ
ま
で
、
異
質
感
を
以
て
、
主
人
公
の

内
心
を
辿
っ
て
来
た
作
者
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
は
、
そ
こ
で
途
に
話
の
績
け
よ

う
が
な
く
な
り
、
突
然
、
ド
l
ラ
を
殺
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
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う
な
プ
ロ
ッ
ト
の
慮
置
は
行
き
営
り
ば
っ
た
り
だ
と
い
う
非
難
を
売
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ド
1
ラ
の
性
格
と
彼
女
と
主
人
公
と
の
関
係
の

設
定
は
、
い
か
に
も
緊
迫
し
て
い
る
。
見
事
な
人
間
造
形
で
あ
る
。
一

方
、
慎
太
郎
が
懸
す
る
敏
子
は
、
聴
明
で
、
し
と
や
か
で
、
彼
の
事
業
を

よ
く
理
解
し
、
償
太
郎
の
母
を
始
め
親
類
一
同
に
瓶
一
踊
さ
れ
て
、
彼
と
結

婚
し
た
の
ち
は
、
そ
の
理
想
的
な
妻
に
な
る
。
讃
者
は
い
よ
い
よ
「
い
L

気
な
も
ん
だ
」
と
い
う
集
に
な
ら
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。
そ
の
筋
の
運

び
は
、
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
の
よ
う
に
投
げ
や
り
で
な
い
に
も
せ
よ
、
「
気
軽
」

す
ぎ
る
。
果
し
て
員
に
「
面
白
い
」
か
ど
う
か
、
保
詮
の
限
り
で
な
い
。

「
思
出
の
記
」
の
主
人
公
が
敏
子
に
久
し
ぶ
り
で
再
舎
し
て
、
松
滋
と

い
う
料
亭
で
一
一
緒
に
食
事
を
し
た
と
き
、

共
後
ヂ
ツ
ケ
ン
ス
の
「
カ
ツ
パ
ア
フ
ィ
ル
ド
」
を
讃
ん
で
、
主
人
公
が

ド
ラ
を
懸
ふ
る
候
下
に
「
ド
ラ
と
瑚
排
で
生
き
て
居
る
」
と
云
ふ
伺
を
讃

む
で
、
失
笑
し
た
が
、
僕
自
身
も
松
、
娠
の
一
席
は
確
か
に
「
お
敏
君
と
茶
」

で
済
ま
し
た
の
で
あ
る
。
(
八
の
傘
(
十
)
)

と
あ
る
。
し
か
し
、
松
村
敏
と
ド
1
ラ
・
ス
ベ
ン
ロ
ウ
は
全
く
遣
っ
た

女
で
あ
る
。
性
格
が
遣
う
ば
か
り
で
な
く
、
主
人
公
(
自
我
な
い
し
個
性
)

に
封
す
る
位
置
が
違
う
の
で
あ
る
。

「
デ
イ
グ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
第
二
十
八
章
の
始
め
に
よ

ロ
4a-官
宮
丘
町
色
々

o
ロロ
o
S
F
H
H仏

g同
町
0
・3

と
い
う
At--

口
葉
が
あ
る

が
、
デ
イ
グ
ィ
ッ
ド
が
こ
う
し
て
懸
の
幻
に
つ
か
れ
て
い
る
聞
に
、
悲
劇

は
深
刻
な
破
局
を
準
備
し
て
い
る
。
三
章
先
の
第
三
十
一
章
で
、
デ
イ
グ

ィ
ッ
ド
の
清
純
な
幼
年
時
代
の
懸
人
(
?
)
エ
ミ
リ

l

・
ベ
ゴ
テ
ィ

1

2
E
q
H
V
O倒
的

0
5可
〉
が
、
彼
の
友
人
ス
テ
ィ
ヤ
フ
ォ

1
ス

3
8
0
F

ト(87 ) 

同
。
立
と
と
駈
落
ち
し
て
、
彼
の
楽
園
の
夢
が
残
酷
に
も
破
れ
て
し
ま
う
。

次
で
、
デ
イ
グ
ィ
ッ
ド
は
ド
l
ラ
と
結
婚
し
て
、
彼
女
が
一
家
の
主
婦
と

し
て
全
然
無
資
格
で
あ
る
こ
と
を
後
見
す
る
。

コ
ア
イ
グ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
グ
ィ
ク
ト

リ
ア
朝
的
で
あ
る
。
姿
協
の
な
い
個
性
の
内
的
後
展
を
用
拾
な
く
あ
と
づ

け
た
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
小
説
だ
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
断
片
的

に
で
は
あ
っ
て
も
、
人
間
性
と
そ
の
環
境
と
の
厳
粛
な
異
質
を
ひ
ら
い
て

み
せ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
粉
本
か
ら
、
藍
花
が
右
の
よ
う
な
話
の
う
ま

す
ぎ
る
物
語
を
治
り
上
げ
た
原
因
は
、
一
億
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

，刀

自
由
民
権
的
立
身
出
世
主
義
の
明
治
精
紳
は
日
本
の
お
か
れ
た
い
わ
ゆ

る
後
進
的
な
歴
史
的
保
件
か
ら
生
じ
た
も
の
に
相
速
な
く
、
ま
た
、
グ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
的
人
道
主
義
は
十
九
世
紀
の
「
先
進
国
」
英
国
の
枇
舎
史
的

保
件
か
ら
生
じ
た
も
の
に
相
違
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
い
ま
最
も
重
大
な
こ
と
は
、
麓
花
が
、
「
思
出
の
記
」

を
書
い
た
嘗
時
、
自
由
民
権
的
精
一
脚
に
さ
ほ
ど
大
き
な
矛
盾
を
感
じ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
矛
盾
は
そ
の

後
見
に
努
力
す
る
人
、
例
え
ば
、
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
な
ど
に
は
、
い
つ
の
世

に
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
デ
イ
グ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
イ
ル
ド
」
と
「
思
出
の
記
」
の
差
は
、

根
本
的
に
、
雨
者
の
作
者
の
資
質
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ

の
「
資
質
」
と
い
う
言
葉
を
「
天
才
」
と
い
う
言
葉
に
お
き
か
え
れ
ば
、

分
っ
た
よ
う
な
分
ら
ぬ
よ
う
な
問
題
の
慮
理
法
に
な
り
、
そ
れ
を
骨
恥
仇
し

た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
が
、
た
だ
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
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は
、
コ
ア
イ
グ
ィ
ァ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
作
者
デ
ィ
ァ
ケ
ン
ズ
は
、

大
衆
作
家
で
は
あ
っ
た
が
、
偉
大
な
馨
術
家
で
あ
り
、
「
思
出
の
記
」
の
作

者
藍
花
は
、
話
術
が
巧
み
な
叙
述
家
(
そ
れ
は
明
治
文
拳
史
上
す
こ
ぶ
る

重
大
な
事
賓
だ
と
は
し
で
も
)
で
は
あ
っ
た
が
、
震
の
近
代
的
な
萎
術
家

で
は
な
か
っ
た
。

英
文
事
か
ら
異
に
近
代
的
な
文
撃
の
養
分
が
吸
放
さ
れ
た
の
は
、
麓
花

で
な
く
、
濁
歩
と
、
な
お
一
そ
う
明
瞭
に
、
激
石
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

立
身
出
世
主
義
を
巌
し
く
批
判
し
、
個
性
の
近
代
的
破
滅
を
痛
ま
し
く
意

識
し
た
(
そ
の
原
因
が
な
ん
で
あ
っ
た
に
も
せ
よ
)
作
家
に
お
い
て
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
揚
合
、
英
文
事
の
代
表
的
な
作
家
は
デ
ィ
ッ
ケ
ン

ズ
で
は
な
か
っ
た
。
激
石
は
不
思
議
な
ほ
ど
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
を
軽
く
取
扱

ヲ
て
い
る
。

い
や
、
不
思
議
で
は
な
い
。
わ
が
園
で
デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
が
異
に
第
一
流

の
文
事
者
と
見
倣
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
極
端
に
い
え
ば
、
こ
こ

数
年
来
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
藍
花
が
コ
ア
イ
グ
ィ
ッ
ド
・
コ
パ
フ
ィ
ー

ル
ド
」
を
「
た
ピ
行
儀
の
よ
い
書
き
ぶ
り
」
だ
と
感
じ
た
の
は
、
右
に
い

っ
た
よ
う
に
、
根
本
的
に
彼
の
資
質
(
天
才
)
の
せ
い
に
相
還
な
い
が
、

デ
ィ
ッ
ケ
ン
ズ
の
義
術
が
大
そ
う
理
解
し
難
い
こ
と
も
た
し
か
で
あ
る
。

(
一
〉
前
田
河
庚
一
郎
「
董
花
停
」
M
M

「
『
不
如
蹄
』
の
由
来
」
参
照

合
一
)
問
書
必
「
段
春
」

会
一
〉
隈
府

(
四
〉
「
麓
花
停
」
川
町
参
照

ハ
五
)
斉
藤
弔
花
「
麓
花
と
作
品
」
四
『
明
治
中
期
を
描
く
「
思
出
の

記
」
』
、
『
「
思
出
の
記
」
の
拍
車
恕
』

〈
六
)
「
麓
花
の
番
術
」
七
『
思
出
の
記
』
、
「
慎
太
郎
と
明
治
精
一
脚
」

(
七
)
柳
田
白
木
「
明
治
初
期
の
献
誇
文
拳
」
『
明
治
初
期
の
献
詩
文
筆
』
、

六
参
照

(
八
)
岡
崎
抗
「
文
拳
」
は
萱
花
特
集
。

(
九
)
勝
本
清
一
郎
「
董
花
と
キ
リ
ス
ト
教
」
(
「
文
拳
」
)

(一

O
)
主
人
公
の
政
治
活
動
を
述
べ
る
部
分
は
、
明
治
二
十
八
年
出

版
の
「
訂
正
増
補
」
版
に
く
わ
し
く
詑
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
初

版
で
は
、
主
人
公
の
轡
物
語
が
主
な
筋
に
な
っ
て
い
る
。

(
一
一
)
た
Y
し
、
佐
藤
哲
太
郎
の
弔
デ
ル
は
馬
場
辰
猪
で
あ
る
と
い

ぅ
。
「
董
花
の
番
街
」
七
『
息
出
の
記
』
、
「
諸
人
物
の
類
型
に
つ
い

て
」
参
照
。
な
お
、
明
治
二
十
八
年
版
「
世
路
日
記
」
の
表
紙
に
は

「
佐
藤
蕨
太
郎
著
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
一
一
一
〉
勝
本
氏
は
『
「
思
出
の
記
」
の
あ
か
る
い
健
康
な
パ

y
ク
ポ

-
ン
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
郷
土
的
倫
理
に
ほ
か

な
ら
ぬ
』
と
い
う
。
勝
本
清
一
郎
「
麓
花
と
士
族
的
倫
理
」
(
「
明
治

大
正
文
筆
研
究
」
第
二
十
三
競
、
昭
和
三
十
二
年
十
月
品
目
行
、
特
集

「
徳
宮
藍
花
の
研
究
」
、
東
京
堂
)
。

(
一
一
ニ
)
こ
一
回
目
当

g
S
F
S
E
t
oロ
p
g浮
F
a
g
-
g
F
σ
E

己
H
F件
。
同
同
一

F冊
匂
C
M
v
c
-但
吋
円
M

明
白
吋
口
広
]μ
叩
吋
什
一

FhH
ロ
4hFF件
。
]
町
民
μ
叩

口

吋

mwp-

H
o
q
h
l
l
d
g
H
H刊
叶

K
H
E
H
S
S
N
u
g
も
h
F
H『

g
m
N
W
B
g
b誌

の培、常軌白円相同

H
N刷
局
叫

q
y培

(
H
唱師事一
y
k
F
U
H
-

(
一
四
)
ト
ル
ス
ト
イ
に
比
べ
て
。

(
一
橋
大
拳
教
授
)

、・u
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